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とおっしゃるからだ白5年間、 5月から 7月末までの前期と、 10月から 12月の半ばまでの後期に、
回数は 1回から 12回で、ず、っと開講してきたが、継続的な学習を考える場合、ブランクの期間の学
習に関しても何らかのフォローを考えなければならないだろう。
高岡キャンパスでは後期の最終回後、受講者の方が「公開講座フランス語」のブログを開設し
てみてはどうだろうかと提案くださり、非公式のブログを開設してくださった。講座終了後な
ので、今のところ活発な交流は見られないが、平成24年度はこうしたツールも積極的に活用し
ていくことを考えている。富山大学には学生と教員のみがアクセスできる PSNSCPsycho-Social 
Networking Service)システムがあるが、公開講座の一般受講者が利用できるものではない。公開
講座も、いずれはホームページ上で各講座のブログを設置できるようにして活動内容を公開してい
く必要があるかと思うが、取りあえず独自にこうしたインターネット・ツールの利点を活用して、
受講者との連絡や交流、学習のフォローなとe行っていくことを実践してみたいと考えている。
結びに代えて
フランス語教育に携わる者として、公開講座は外国語教育の理想的な場であると同時に試行錯誤
の実験の場である。優先順位で英語教育ばかりが語られる学生の外国語学習であるが、英語が共通
語となった先に、それぞれの国の文化と言葉を尊重する方向性において、第二・第三外国語の重要
性が見えてくるのではないだろうか。日本語が国語であり続けるためにも、日本語を話す人々が様々
な言葉や文化を学ぶ機会を失わないためにも、そしてその機会が特別な人のためではなく誰にでも
手が届くものであるためにも、安価で良質な外国語教育を一般の受講者に提供し続けていきたいと
考えている。
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